
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

心
か
ら
設
立
総
会
開
催
さ
れ
る

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
設

立
総
会
が
６
月
2
6
日
、
衆
議
院
第
一
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
は
1
3
人
の
国
会
議
員
と

代
理
出
席
を
含
め
て
3
1
人
の
衆
参
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

医
師
会
、
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り
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り
』
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ｑ
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一運営研究宍
働
省
、
７
都
道
府

県
担
当
課
、
2
7
地
域
難
病
団
体
、
3
0

疾
病
団
体
が
参
加
し
、
１
２
０
人
を

超
す
大
き
な
盛
り
上
が
り
の
な
か
始

ま
り
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
匪
話

人
会
代
表
幹
事
の
原
田
義
昭
衆
議
院

議
員
は
「
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
設
立

原田義昭世話人会代表幹事による開会あいさつ

総
会
の
発
足
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
心

よ
り
喜
び
た
い
と

思
い
ま
す
。
全
国

の
患
者
・
家
族
の

置
か
れ
て
い
る
状

況
は
ま
だ
ま
だ
不

充
分
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
今
年
度

か
ら
難
病
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
が
予
算
化
さ
れ

た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
す
。
そ
の

事
業
を
全
国
で
具

体
化
す
る
た
め
に

発
足
し
た
こ
の
研

究
会
の
役
割
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
超
党
派
の

国
会
議
員
や
医
師
会
が
世
話
人
会
を

構
成
し
、
し
っ
か
り
研
究
会
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
応
援
団
と
し
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
、
述
べ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
設
立
趣
意
書
、
運
営
要

綱
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、
運
営
委

員
会
、
世
話
人
会
の
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
運
営
委
員
会
の
会
長
に
は
、

木
村
格
（
い
た
る
）
氏
、
副
会
長
に
は

糸
山
泰
人
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
世
話
人
・
運
営
委
員
は
２
面
参
照
）

　

厚
生
労
働
省
疾
病
対
策
課
よ
り
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
概

要
説
明
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
、

木
村
格
先
生
か
ら
「
特
定
疾
患
の
地

域
支
援
体
制
整
備
か
ら
難
病
セ
ン
タ

ー
に
期
待
す
る
こ
と
」
。
中
島
孝
先

生
か
ら
「
難
病
に
お
け
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研

究
の
現
状
と
今
後
」
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
祁
道
府
県
の
取
り
組
み
状

況
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
が
あ
り
、

最
後
に
、
出
席
者
か
ら
期
待
を
込
め

た
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
「
兵
庫

県
で
は
県
が
運
営
す
る
難
病
セ
ン
タ

ー
と
患
者
会
が
運
営
す
る
難
病
相
談

室
が
あ
り
ま
す
。
1
3
年
間
続
け
て
い

ま
す
が
、
難
病
対
策
と
い
う
の
は
患

者
が
入
っ
て
こ
そ
血
の
通
っ
た
難
病

相
談
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
患
者
会
が
力
を
つ
け
て
、

主
体
的
に
運
営
に
参
加
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
」
。
「
広
島

県
で
は
相
談
室
を
県
の
福
祉
相
談
室

か
ら
広
島
大
学
に
委
託
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
私
た
ち
患

者
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
セ
ン
タ
ー

が
出
来
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今

後
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
相
談
事

業
を
創
り
出
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
勉
強
し
、
力
を
つ
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
。
「
難
病
相

談
事
業
に
予
算
を
つ
け
て
く
れ
た
こ

と
は
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

地
城
で
闘
病
し
て
い
る
患
者
が
生
き

て
い
て
よ
か
っ
た
と
、
言
わ
れ
る
よ

う
な
運
動
を
患
者
団
体
が
中
心
に
な

っ
て
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
。

　

最
後
に
糸
山
副
会
長
が
「
今
日
の

設
立
総
会
で
組
織
の
形
が
整
い
ま
し

た
。
今
後
は
研
究
会
の
内
容
の
充
実

が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
一
歩
一

歩
着
実
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
よ

う
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
し
、
1
0
月
に

研
究
会
を
札
幌
で
開
催
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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世
話
人

運
営
委
員

役
員
一
覧

◆
会

　

長

　

木

　

村

　
　

格
（
い
た
る
）

　
　
　

（
国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院
院
長
）

◆
副
会
長
糸
山
泰
人

　

（
束
北
大
学
大
学
院
医
学
系
神
経
内
科
学
教
授
）

◆
事
務
局
長

　

伊

　

藤

　

た
て
お

　
　
　
　

日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会

　
　
　

（

財
・
北
海
道
難
病
連

　
　
　
　

）

◆
代
表
世
話
人

　

津
島
雄

　

二

　
　
　
　

（
衆
議
院
議
員
・
自
由
民
主
党
）

◆
代
表
幹
事
原

　

田
義
昭

　
　
　
　

（
衆
議
院
議
貝
・
自
由
民
主
党
）

◆
世
話
人

　

亀
井
郁
夫

　
　
　
　

（
参
議
院
議
員
・
自
由
民
主
党
）

　

有

　

村

　

治

　

子

　
　
　
　

（
参
議
院
議
貝
・
自
由
民
主
党
）

　

谷

　
　
　

博

　

之

　
　
　
　
　
　

（
参
議
院
議
貝
・
民
主
党
）

　

家

　

西

　
　
　

悟

　
　
　
　
　
　

（
衆
議
院
議
員
・
民
主
党
）

　

丸
谷
佳
織

　
　
　
　
　
　

（
衆
議
院
議
員
・
公
明
党
）

全国難病センター研究会組織図

　

武
山
百
合
子

　
　
　
　
　
　

（
衆
議
院
議
員
・
自
由
党
）

　

小

　

池

　
　
　

晃

　
　
　
　

（
参
議
院
議
輿
・
日
本
共
産
党
）

　

阿

　

部

　

知

　

子

　
　
　
　

（
衆
議
院
議
員
・
社
会
民
主
党
）

　

潭

　
　
　

倫
太
郎

　
　
　
　
　
　

（
日
本
医
師
会
常
任
理
事
）

◆
運
営
委
員

　

中
島

　
　

孝

　

（
国
立
療
養
所
犀
潟
病
院
神
経
内
科
医
長
）

　

川

　

村

　

佐
和
子

　
　
　
　
　

（
都
立
保
健
科
学
大
学
教
授
）

　

牛
込
三
和
子

　
　

（
群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授
）

石三竹森米濤有佐山

井原内田田

　

坂藤崎

洋

　

一

　
　

（
秋
田
県
難
病
連
）

喜
代
子

光睦隆良寛米

雄子夫恒子三登

　

（
埼
玉
県
障
難
協
）

　

（
長
野
県
難
病
連
）

　
　

（
大
阪
難
病
連
）

　

（
兵
庫
県
難
病
連
）

（
和
歌
山
県
難
病
連
）

　

（
福
岡
県
難
病
連
）

　

（
佐
賀
県
難
病
連
）

（
釘
Ｕ
Ｈ
ド
）

研究大会総

　

会

坂
本
秀
央

　
　
　
　

全
国
多
発
性
硬
化
症
友
の
会

　
　
　

（
全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

）

小
林
信
秋

（
難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

河

　

端

　

静

　

子

　
　
　

（
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
）

長
谷
川

　

三
枝
子

　
　
　
　
　

（
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
）

横
尾

畠

　

沢

斎
藤

　

（
全
国

岩

　

清金

永＿徳沢

保公心幸

　　　　　

・・八
枝＿子全宏

国
筋
無
力
症
友
の
会
）

全
国
膠
原
病
友
の
会
）

臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
）

雄明
（
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
）

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
）

　

幸

　

三

　
　
　
　

（
日
本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　

白

　

江

　
　
　

浩

　

（
あ
り
の
ま
ま
舎
）

＝
加
盟
団
体
＝

■
都
逆
府
県
■

北
海
道

　

茨
城
県

千
葉
県

　

京
都
府

岡
山
県

　

広
島
県

大
分
県

　

宮
崎
県

■
地
域
難
病
連
■

栃
木
県

兵
庫
県

山
口
県

埼
玉
県

口
根
県

長
崎
県

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連

岩
手
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

宮
城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

秋
田
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

山
形
県
難
病
等
団
体
連
絡
協
議
会

福
島
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

栃
木
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

群
馬
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

社
団
法
人
埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

神
奈
川
県
難
治
性
疾
患
団
体
連
絡
協
議
会

山
梨
県
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会

長
野
県
難
病
患
者
連
絡
協
議
会

新
潟
県
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会

岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

静
岡
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

財
団
法
人
全
国
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会

愛
知
県
難
病
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
当
面
佃
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
滋
賀
県
難
病
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　

■
研
究
班
等
■

京
都
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
疾
患
の
地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
閔
す

大
阪
難
病
者
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

る
研
究
班
主
任
研
究
者
・
国
立
療
養
所
西

兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
病
院
院
長

　

木
村

　
　

格

奈
良
県
難
病
辿
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
病
石
護
学
会
会
長
・
都
立
保
健
科
学
大
学

和
歌
山
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

教
授

　

川
村
佐
和
子

広
島
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
疾
忠
の
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
ケ

香
川
県
難
病
忠
者
・
家
族
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　

ア
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
班
班
員
・
群

愛
媛
県
難
病
等
患
者
団
体
辿
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教
授

　

牛
込
三

高
知
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

和
子

福
岡
県
難
病
団
体
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
疾
患
の
生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
ケ

佐
賀
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

ア
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
班
主
任
研
究

熊
本
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

者
・
国
立
療
養
所
犀
潟
病
院
神
経
内
科
医

宮
崎
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

長

　

中
口

　
　

孝

鹿
児
島
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
病
因
・
病
態
に
関

■
疾
病
団
体
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
る
新
規
治
療
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究

口
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
）

　
　
　
　

班
主
任
研
究
者
・
東
北
大
学
大
学
院
医
学

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

系
研
究
科
神
経
科
学
講
座
神
経
内
科
学
教

難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　

授

　

糸
山

　

素
人

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
議
員
等
■

全
国
多
発
性
硬
化
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

自
山
民
主
党
難
病
対
策
議
員
連
盟

社
団
法
人
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会

　
　
　
　

（
津
島
雄
一
一
会
長
・
原
田
義
昭
幹
事
長
他
）

社
団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

　
　
　
　
　
　

谷

　
　

博
之
議
員
（
参
）

全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
主
党
難
病
対
策
作
業
部
会
】

全
国
膠
原
病
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
西

　
　

悟
議
員
（
衆
）

全
国
心
臓
病
の
７
　
ど
も
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

罠
主
党
薬
事
血
液
対
策
作
業
部
会
一

日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
谷

　

佳
織
議
員
（
衆
）

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
公
明
党
厚
生
労
働
部
会
１
１

特
定
非
営
利
活
勁
法
人
日
本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ

　
　

武
山
百
合
子
議
員
（
衆
）

ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
由
党
厚
生
労
働
部
会
」

拡
張
型
心
筋
症
患
者
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池

　
　

晃
議
貝
（
参
）

財
団
法
人
が
ん
の
子
供
を
守
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

］
共
産
党
厚
生
労
働
担
当
一

全
国
脊
柱
籾
帯
骨
化
症
患
者
家
族
辿
絡
協
議
会

　
　

阿
部

　

知
子
議
員
（
衆
）

日
本
Ａ
Ｓ
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
社
民
党
厚
生
労
働
担
当
」

日
本
肝
臓
病
患
者
団
体
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

■
そ
の
他
団
体
・
機
関
■

日
本
ム
コ
多
糖
症
親
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
繩
県
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー

日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
の
ま
ま
舎

ハ
タ
ハ
タ
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
る
い
福
祉
を
考
え
る
会

も
や
も
や
病
の
忠
者
家
族
の
会

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
医
師
会
・
難
病
相
談
室

屹
廊
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
団
法
人
日
本
医
療
社
会
事
業
協
会

Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
青
空
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ
生
労
働
省
疾
病
対
策
課
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
士
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現
代
医
療
の
中
に
あ
っ
て
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
意
味
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長
伊

　

藤

　

た
て
お

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
計
画
を
聞
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
考
え
、
想
像
を
巡
ら
せ
、
様
々

な
状
況
を
頭
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
、

難
病
対
策
に
お
い
て
、
か
つ
地
域
の

医
療
と
福
祉
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
意
義
を
持
つ
の
か
。
医
療
、
と
り

わ
け
専
門
医
療
と
の
関
係
は
、
あ
る

い
は
行
政
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う

に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
か
。
そ

し
て
患
者
団
体
に
運
営
す
る
力
は
あ

る
の
か
、
そ
れ
は
継
続
で
き
る
の

か
、
な
ど
な
ど
。

　

ま
た
全
国
の
患
者
団
体
や
行
政
、

専
門
家
の
協
力
に
よ
る
相
談
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
今
欠
け
て
い
る
事
も
感

じ
て
い
ま
す
。

　
　

「
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
運
営
研
究

会
」
と
し
て
発
足
を
よ
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
予
想
を
上
回
る
反
響
と
理
解
、

協
力
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ま
た
考
え
た
こ
と
は
、

「
今
、
な
ぜ
反
響
が
大
き
い
と
感
じ
た

の
か
、
患
者
会
は
何
を
求
め
て
い
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
そ
の
答
を
探
す
た
め
の

活
動
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
議
論
を
深
め
る
た
め
に
、

ま
た
研
究
と
学
習
の
目
標
を
決
定
す

る
た
め
に
、
こ
の
事
業
に
寄
せ
て
の

私
の
期
待
を
述
べ
ま
す
。

　

第
一
に
、
都
道
府
県
の
難
病
相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
難
病
セ

ン
タ
ー
と
略
す
）
の
運
営
は
患
者
団

体
、
と
り
わ
け
都
道
府
県
難
病
連
に

委
託
し
て
こ
そ
、
そ
の
存
在
意
義
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

難
病
対
策
そ
の
も
の
が
、
患
者
団

体
が
あ
っ
て
社
会
的
に
成
り
立
っ
て

い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
地

域
医
療
と
の
関
わ
り
か
ら
は
、
患
者

団
体
に
よ
る
運
営
が
最
適
で
あ
る
と

考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
う
で
な
い
場

合
は
患
者
団
体
を
核
と
し
て
、
地
域

の
医
師
会
及
び
行
政
が
加
わ
っ
て
の

三
者
協
議
機
関
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
ら
の
理
由
は
、
今
後
の
研
究
会
で

発
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
行
政
機
関
や
医
療
機
関

に
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
こ
と

の
問
題
点
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
を

加
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
に
、
患
者
団
体
（
と
そ
の
活

動
）
を
育
成
し
、
社
会
的
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
が
、
現
代
医
療
に
お
い
て
、

ま
た
地
域
社
会
の
発
達
と
充
実
に
お

い
て
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
今
後
発

言
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
四
に
、
課
題
と
し
て
、
患
者
団

体
の
運
営
能
力
と
継
続
性
を
い
か
に

確
保
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
専
門
職
種
と
の
連
携

を
い
か
に
強
め
る
か
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
患
者
・
家
族
の
相
談

の
性
質
、
特
徴
か
ら
み
て
、
相
談
を

担
当
す
る
の
は
、
ま
ず
患
者
か
家
族

が
一
番
適
し
て
お
り
、
そ
こ
に
福

祉
、
行
政
の
専
門
職
と
の
関
わ
り
が

大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
医
療
の
現
場
か
ら
引

き
続
い
て
「
相
談
」
や
「
苦
情
」
「
悩

み
」
の
部
分
ま
で
医
療
側
の
「
専
門
」

集
団
や
行
政
が
独
占
す
べ
き
で
は
な

い
し
、
疾
病
対
策
課
の
い
う
「
保
健

師
が
一
番
適
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
意
見

の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

設
置
場
所
も
大
学
病
院
、
国
公
立

病
院
、
保
健
所
な
ど
の
相
談
機
関
の

中
に
置
か
れ
る
よ
り
も
、
独
立
性
、

中
立
性
を
担
保
す
る
と
同
時
に
、
患

者
・
家
族
が
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
と

こ
ろ
に
置
か
れ
る
べ
き
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

患
者
・
家
族
が
何
を
ど
の
よ
う
に

悩
み
、
相
談
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
た
め
ら
い
、
逡
巡
す
る
か
、
ど
の

よ
う
に
し
て
決
断
す
る
の
か
に
つ
い

て
想
像
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぎ
か
な
ツ
編
集
部
閉
讐

連
絡
先
変
更
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

１

　

編
集
を
担
当
し
て
い
た
山
崎
旦

夫
氏
が
八
月
二
十
二
口
吻
透
析
後

自
宅
に
て
急
逝
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
創
刊
号
を
準
備
し
、
印
刷
会

社
へ
下
稿
寸
前
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
八
頁
の
編
集
と
編
集
後
記
が

絶
筆
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
事
務
局
時
代
よ
り
全
都

　

私
た
ち
は
、
こ
の
難
病
セ
ン
タ
ー

は
日
本
の
医
療
の
制
度
や
仕
組
み
に

お
い
て
欠
け
て
い
る
「
相
談
」
事
業

　

（
患
者
・
家
族
の
抱
え
て
い
る
感
情

や
課
題
の
整
理
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
具

体
的
支
援
を
含
め
て
）
や
患
者
会
を

育
成
す
る
事
業
の
手
が
か
り
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
、
地
域
へ

と
定
着
さ
せ
て
い
く
か
は
極
め
て
大

切
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
こ
か
ら
日
本
の
医

療
、
福
祉
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期
待
が
あ
り

ま
す
。

　

真
に
患
者
が
主
体
と
な
る
医
療
を

確
立
さ
せ
る
た
め
に
も
、
各
地
の
患

者
団
体
の
努
力
と
奮
起
を
望
む
も
の

で
す
。

道
府
県
に
難
病
セ
ン
タ
ー
が
実
現

す
る
こ
と
が
夢
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
さ
ぞ
無
念
で
あ
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

当
誌
創
刊
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、

慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

編
集
部
は
当
面
閉
鎖
し
、
北
海

道
難
病
連
が
編
集
を
担
当
し
ま

す
。
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全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
の
設

立
総
会
を
控
え
た
５
月
、
4
7
都
道
府

県
の
難
病
対
策
関
係
課
宛
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
６
月
2
1
日
ま
で
に
4
5

件
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

【
質
問
項
目
と
回
答
結
果
一

１

　

貴
県
で
は
、
難
病
相
談
・
支
援

　

セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
予
定
は
あ

　

り
ま
す
か
。

・
検
討
中

　
　
　
　
　
　
　
　

2
7
件

・
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い

　
　

１
１
件

・
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
件

・
検
討
す
る
予
定
は
な
い

　
　

Ｏ
件

・
未
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
件

２

　

１
で
（
あ
る
）
、
（
検
討
中
）
と
お

　

答
え
の
県
に
伺
い
ま
す
。
設
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

件

質問項目

　

１

ど

●Ｚ「

Ｄ｜

「

ａ

「

二１６

０

1
／　　　　　ｙ　　　　　／　　　　　／

　　

検討中

　

まだ検討
していない

　　　

ある

　

検討する
予定はない

　　

未記入

302010０

　

る
と
し
た
ら
、
い
つ
頃
を
予
定
さ

　

れ
て
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
あ
り
）
。

・
0
3
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

３
件

・
0
4
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　

1
2
件

・
0
5
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
件

・
検
討
中

　
　
　
　
　
　
　
　

２
件

・
未
定
・
未
記
入

　
　
　
　
　

2
3
件

３

　

運
営
の
委
託
を
検
討
し
て
い
ま

　

す
か
（
複
数
回
答
あ
り
）
。

・
県
難
病
連
に
委
託

　
　
　
　

４
件

・
患
者
会
に
委
託

　
　
　
　
　

１
件

・
県
が
直
営

・
県
立
医
大
に
委
託

・
そ
の
他

・
検
討
中

・
未
定
・
未
記
入

―
件

―
件

２
件

９
件

3
4
件

４

　

患
者
団
体
も
し
く
は
第
三
者
機

　

関
に
委
託
す
る
場
合
、
次
の
よ
う

　

な
法
人
格
を
必
要
と
考
え
ま
す
か

　
　

（
複
数
回
答
あ
り
）
。

・
公
益
法
人
が
望
ま
し
い

　
　

７
件

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
望
ま
し
い

　

５
件

・
特
に
法
人
格
は
必
要
な
し

　

５
件

・
検
討
中

・
未
定
・
未
記
入

５
件

2
7
件

体
連
絡
協
議
会
／
栃
木
県
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
／
社
団
法
人
埼
玉
県
障

害
難
病
団
体
協
議
会
／
東
京
難
病
団

体
連
絡
協
議
会
／
神
奈
川
県
難
治
性

疾
患
団
体
連
絡
協
議
会
／
山
梨
県
患

者
・
家
族
団
体
協
議
会
／
長
野
県
難

病
患
者
連
絡
協
議
会
／
新
潟
県
患
者

・
家
族
団
体
協
議
会
／
静
岡
県
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
／
京
都
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
／
大
阪
難
病
者
団
体
連

絡
協
議
会
／
兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
／
和
歌
山
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
／
広
島
難
病
団
体
連
絡
協
議

会
／
高
知
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

／
福
岡
県
難
病
団
体
連
絡
会
／
佐
賀

県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
／
宮
崎
県

難
病
団
体
連
絡
協
議
会
／
鹿
児
島
難

病
団
体
連
絡
協
議
会
／
沖
縄
県
難
病

支
援
セ
ン
タ
ー
／
佐
賀
県
難
病
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
日
本
患
者
・
家
族

団
体
協
議
会
／
全
国
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
／
難
病
の
こ
ど
も
支
援
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
あ
り
の
ま
ま
舎
／

全
国
筋
無
力
症
友
の
会
／
全
国
膠
原

病
友
の
会
／
全
国
心
臓
病
の
子
ど
も

を
守
る
会
／
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会
／
全
国
多
発
性
硬
化
症
友
の

会
／
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
／
社
団
法
人

目
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
／
社

団
法
人
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
／
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
／
財
団
法
人

が
ん
の
子
供
を
守
る
会
／
日
本
Ａ
Ｓ

友
の
会
／
全
国
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
患

者
家
族
連
絡
協
議
会
／
特
定
非
営
利

活
動
法
人
日
本
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
／
ハ
タ
ハ
タ
の
会
／
も
や
も
や

病
の
患
者
家
族
の
会
／
明
る
い
福
祉

を
考
え
る
会
／
拡
張
型
心
筋
症
患
者

会
／
日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
／

社
団
法
人
日
本
て
ん
か
ん
協
会
／
社

団
法
人
全
国
腎
臓
病
協
議
会
／
ザ
・

友
の
会
／
Ｉ
Ｂ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／

宮
城
県
神
経
難
病
医
療
連
絡
協
議
会

／
つ
く
し
の
会
（
全
国
軟
骨
無
形
成

症
患
者
・
家
族
の
会
）
／
ス
モ
ン
の

会
全
国
連
絡
協
議
会
／
全
国
交
通
労

働
災
害
対
策
協
議
会

◆
そ
の
他

厚
生
労
働
省
疾
病
対
策
課
／
難
病
情

報
セ
ン
タ
ー
／
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
／

日
本
製
薬
工
業
協
会
／
㈱
日
本
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
／
ジ
ョ
イ
ー
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

◆
代
理
出
席

津
島
雄
二
議
員
／
伊
達
達
也
議
員
／

岩
永
峯
一
議
員
／
尾
身
幸
次
議
員
／

河
村
建
夫
議
員
／
河
野
太
郎
議
員
／

塩
崎
恭
久
議
員
／
武
藤
嘉
文
議
員
／

森
岡
正
宏
議
員
／
八
代
英
太
議
員
／

保
岡
興
治
議
員
／
山
口
泰
明
議
員
／

関
谷
勝
嗣
議
員
／
若
林
正
俊
議
員
／

自
見
庄
三
郎
議
員
／
西
野
あ
き
ら
議

員
／
堀
内
光
雄
議
員
／
三
ツ
林
隆
志

議
員

４－
-

総
会
参
加
者
一
覧

　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◆
国
会
議
員

原
田
義
昭
議
員
（
自
民
党
）
／
亀
井

郁
夫
議
員
（
自
民
党
）
／
有
村
治
子

議
員
（
自
民
党
）
／
左
藤
章
議
員
（
自

民
党
）
／
佐
藤
静
雄
議
員
（
自
民
党
）

／
田
村
憲
久
議
員
（
自
民
党
）
／
仲

道
俊
哉
議
員
（
自
民
党
）
／
谷
博
之

議
員
（
民
主
党
）
／
家
西
悟
議
員
（
民

主
党
）
／
丸
谷
香
織
議
員
（
公
明
党
）

／
武
山
百
合
子
議
員
（
自
由
党
）
／

小
池
晃
議
員
（
共
産
党
）
／
阿
部
知

子
議
員
（
社
民
党
）

◆
医
師
会
・
研
究
者

日
本
医
師
会
・
滓
倫
太
郎
／
木
村
格

　

（
国
立
西
多
賀
病
院
長
）
／
中
島
孝

　

（
国
立
犀
潟
病
院
内
科
医
長
）
／
糸

山
泰
人
（
東
北
大
学
大
学
院
教
授
）

◆
都
道
府
県
担
当
課

茨
城
県
保
健
福
祉
部
保
健
予
防
課
／

栃
木
県
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
／

埼
玉
県
健
康
福
祉
部
医
療
整
備
課
／

滋
賀
県
健
康
福
祉
部
健
康
対
策
課
／

京
都
府
保
健
福
祉
部
健
康
対
策
課
／

和
歌
山
県
福
祉
保
健
部
健
康
局
／
山

口
県
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課

◆
患
者
団
体

財
団
法
人
北
海
道
難
病
連
／
岩
手
県

難
病
団
体
連
絡
協
議
会
／
宮
城
県
難

病
団
体
連
絡
協
議
会
／
秋
田
県
難
病

団
体
連
絡
協
議
会
／
山
形
県
難
病
等

団
体
連
絡
協
議
会
／
茨
城
県
難
病
団



全国難病センター研究会

第１回研究大会（札幌）

◆日

　

時:2003年10月11日出

　　　　　

15 : 00～20 : 00

　　　　

2003年10月12日(日)

　　　　　

9 :00～15 : 30

◆会

　

場:11日

　

北海道難病センター

　　　　　　

札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　

TEL.01レ512 －3233

　　　　　

12日

　

札幌医科大学記念ホール

　　　　　　

札幌市中央区南１条西18丁目

　　　　　　

TEL.oil －611 －2111

開催要項

１．目

２。共

３。後

４。日

(案)

的 2003年から概ね３ヵ年で整備される

予定の難病相談・支援センターの方

向性を探り、運営・相談に従事する

者の知識、技術等の資質向上を目的

とします。また医療、福祉、行政関

係者、患者・家族団体とのネットワ

ークの構築を図ります。

催

　

・全国難病センター研究会

　　

・厚生労働省特定疾患対策研究事業

　　　

特定疾患の地域支援体制の構築に

　　　

関する研究班

援

　

・厚生労働省疾病対策課

　　　

・北海道

　　　

・札幌市

　　　

・社団法人北海道医師会

程

　

10月11日会場・北海道難病センター

　　　

13 : 00　受付開始

　　　

13 : 30　世話人会一巡営委員会

　　　

15 : 00　北海道難病センター見学

　　　　　　　

会

　　　

18 : 00　参加者交流会

　　

10月12日

　

会場・札幌医科大学記念

　　　　　　　

ホール

　　　

9 :00　受付開始

　　　

9 :30　発表会

　　　

13 : 00　全体会

　　　　　　　

基調報告・特別講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－
５

５。参加・発表申し込み

　

９月30日㈹

６。発表方法

　

①会場発表（１題13分以内）

　　　　　　　

②文書発表

　　　　　　　

③口頭発表（参加者交流会）

７。発表要旨

　

発表①、②の方は発表要旨を郵送、

　　　　　　　

E -nia目等でお送りください。

　　　　　　　

表・写真込みでＡ４版２枚以内

　　　　　　　

９月30日(火)必着

８。参加費

　

研究大会

　　　　　　　

参加者交流会

　　　　　　　

２日目昼食

　　　　　　　

抄録のみ希望

3,000円

4, 500円

　

800円

1,000円

９．支払い等

　

詳細は事務局より送付

　　　　　　　

・宿泊・航空券等は

　　　　　　　

札通トラベル

　

担当・岡田

　　　　　　　　

TEL.01ト251 －1166

　　　　　　　　

FAX.01ト210 －6586

◆事務局

　

全国難病センター研究会

　　　　　

財団法人北海道難病連

　　　　　

〒064 －8506　札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　　　　　　　

北海道難病センター

　　　　　

TEL.on －512 －3233　FAX.01卜512 －4807

　　　　　

E －maiじjimukyokU@do －nanren. jp

　　　　　

URL:http://ＷＷｗ.do－nanren. jp/



皆
で
よ
く
考
え
、
理
想
的
な
難
病

セ
ン
タ
ー
を
創
造
し
ま
し
ょ
う
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私
は
現
在
、
厚
生
労
働
省
「
特
定

疾
患
の
地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
関

す
る
研
究
班
」
主
任
研
究
者
を
し
て

い
ま
す
。
研
究
班
は
個
々
の
難
病
の

原
因
を
解
明
し
て
確
実
な
治
療
法
を

開
発
す
る
の
が
主
な
目
的
で
す
が
、

私
の
班
で
は
難
病
の
方
の
生
活
支
援

と
医
療
体
制
整
備
、
そ
の
効
果
の
検

証
と
全
国
へ
の
普
及
も
大
切
な
役
割

で
す
。
で
す
か
ら
難
病
セ
ン
タ
ー
の

こ
れ
か
ら
の
勁
き
は
研
究
活
動
と
も

密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
注
目
し
て

い
ま
す
。

　

さ
て
今
日
は
難
病
セ
ン
タ
ー
に
何

を
期
待
す
る
か
を
ご
一
緒
に
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
定
疾
患
の
地
域
支
援
体
制
の
構
築
に
関
す
る
研
究

班
主
任
研
究
者

　
　

国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院
院
長

　

以
前
に
は
、
重
い
病
気
で
は
。
重

い
障
害
と
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ

り
、
社
会
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
は

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
と
考
え
が
ち
で

し
た
。
今
は
違
い
ま
す
。
ど
ん
な
に

病
気
や
障
害
が
重
度
で
も
、
環
境
を

整
備
し
、
教
育
に
よ
っ
て
周
囲
の
意

識
を
変
え
て
行
け
ば
難
病
は
け
っ
し

て
特
別
な
病
気
で
は
な
く
た
く
さ
ん

の
支
援
者
に
よ
っ
て
克
服
が
で
き
、

障
害
者
が
社
会
参
加
で
き
る
と
い
う

考
え
で
す
。
難
病
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
こ
の
社
会
参
加
の
お
手
伝
い
だ
と

思
い
ま
す
。

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会

　

厚
生
労
働
省
難
病
対
策
費
で
、
今

後
３
年
間
で
全
国
に
難
病
セ
ン
タ
ー

を
作
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
を
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い

け
ば
よ
い
か
を
研
究
す
る
研
究
会
が

発
足
し
た
こ
と
は
と
て
も
時
期
を
得

た
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
ち
ょ
う
ど

そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

木

　

村

格
先
生

今
こ
そ
よ
く
考
え
、
良
い
セ
ン
タ
ー

を
作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
も
た
く
さ
ん
難
病
対
策

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

成
果
を
難
病
セ
ン
タ
ー
に
連
携
し
、

重
ね
て
い
く
作
業
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
地
域
特
異
性
を
尊
重
し
た
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
一
方
で
は
。

全
国
隈
無
く
難
病
セ
ン
タ
ー
が
で
き

る
の
で
す
か
ら
、
全
国
共
通
の
問
題

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
解
決
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。
利
用

者
で
あ
る
障
害
者
の
方
々
の
要
望
が

き
め
細
か
く
生
か
さ
れ
。
生
活
自
体

の
質
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
状
の
課
題
解
決
か
ら

　

ど
ん
な
重
い
障
害
を
持
っ
て
い
て

も
、
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
で
き

る
た
め
に
は
、
福
祉
施
策
が
大
切
で

す
。
病
気
が
重
症
化
し
、
障
害
や
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
重
度
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
難
病
医
療
体
制
を
一
段

と
整
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
治
療

の
開
発
と
平
行
し
て
、
医
療
体
制
整

備
と
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
一
緒
に
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

障
害
が
重
く
て
な
か
な
か
在
宅
で

療
養
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
在
宅
に
替
わ
り
得
る
長

期
の
療
養
の
場
を

き
ち
ん
と
提
供
し

て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
制
限
の
厳
し

く
な
い
、
た
が
の

は
め
ら
れ
て
い
な

い
自
由
な
生
活
の

場
所
を
準
備
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
の
一

番
の
問
題
は
介
護

力
の
絶
対
的
な
不
足
で
す
。
全
身
性

介
護
人
派
遣
制
度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
等
も
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
も
意
識
の
改
革

で
す
。
難
病
を
抱
え
て
い
る
方
々
が

本
当
に
こ
う
し
て
生
き
た
い
と
い
う

思
い
を
表
現
で
き
、
伝
え
る
場
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
工
呼
吸
器
を
使
え
ば
も
っ
と
も

っ
と
自
分
の
思
い
を
表
現
し
て
生
き

て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
人
工
呼

吸
器
の
余
裕
が
な
い
と
か
、
入
院
施

設
が
な
い
と
い
う
社
会
的
な
条
件
の

た
め
に
自
分
の
思
い
を
あ
き
ら
め
て

い
る
こ
と
が
、
現
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
ど
う
生
き

た
い
か
と
い
う
こ
と
を
遠
慮
な
く
伝

え
ら
れ
、
実
現
で
き
る
よ
う
な
社
会

が
基
盤
に
あ
っ
て
、
こ
の
難
病
セ
ン

タ
ー
が
活
動
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。メ

ン
タ
ル
・
廿
ポ
ー
ト
が
大
切

　

長
期
療
養
の
場
が
非
常
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
選
択
肢
の
１
つ
と
し

て
全
国
の
国
立
療
養
所
の
活
用
が
あ

り
、
現
在
そ
れ
ぞ
れ
に
試
行
錯
誤
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
で
き
る
だ
け

自
宅
に
近
い
状
態
で
過
ご
せ
る
病
棟

を
運
営
し
、
心
掛
け
て
い
ま
す
が
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
一
番

６-



問
題
と
な
る
の
は
、
難
病
と
い
う
重

い
病
気
を
抱
え
な
が
ら
生
き
続
け
る

と
い
う
心
を
導
く
こ
と
で
す
。
難
病

を
克
服
し
て
生
き
る
、
そ
の
強
い
魂

を
支
援
で
き
る
場
、
そ
う
い
う
精
神

面
で
の
支
援
が
今
、
一
番
大
切
に
な

っ
て
い
ま
す
。
病
院
で
も
そ
う
で
す

が
、
こ
の
こ
と
は
地
域
で
も
同
じ

で
、
今
後
難
病
セ
ン
タ
ー
の
重
要
な

役
割
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
L
n

人
の
方
の
満
足
度
を
み
ま
す
と
、
患

者
自
身
よ
り
は
ご
家
族
の
満
足
度
が

よ
り
高
い
結
果
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
患
者
は
、
人

工
呼
吸
器
を
つ
け
て
生
き
て
い
て
必

ず
し
も
良
か
っ
た
と
は
思
っ
て
は
い

な
い
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
本

人
の
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
意
思
、

オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
を
ど
う
捉
え
る
か
、

こ
う
い
う
問
題
も
こ
の
研
究
会
の
中

で
解
決
し
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

神
経
系
難
病
病
棟
を
持
っ
て
い
る

甲
乙
病
院
は
各
都
道
府
県
に
ほ
ぼ
一

つ
な
り
二
つ
あ
り
ま
す
。
国
立
病
院

が
独
立
行
政
法
人
に
な
る
に
際
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
意
義
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
在
宅
療
養
を
希
望

し
な
が
ら
も
条
件
が
揃
わ
ず
、
病
院

で
過
ご
さ
れ
る
方
も
少
な
く

有
り
ま
せ
ん
。
国
立
病
院
の

難
病
病
棟
を
少
し
ず
つ
整
備

し
て
い
き
、
在
宅
の
準
備
が

で
き
る
迄
の
間
お
世
話
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
さ

ん
は
全
国
に
約
６
千
人
い
ま

す
。
６
千
人
の
中
に
入
院
が

必
要
な
患
者
さ
ん
は
約
２
千

人
い
ま
す
。
そ
の
中
の
約
６

百
人
が
国
立
病
院
に
入
院
し

て
、
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
機

会
を
利
用
し
て
、
国
立
病
院

に
要
望
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
難
病
セ
ン
タ

１
も
国
立
病
院
と
連
絡
を
密
に
し

て
、
十
分
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

重
症
囃
届
者

入
院
施
設
廓
頗
卸
業
か
ら

　

平
成
Ｈ
一
年
度
に
は
国
と
県
が
経
費

の
半
分
ず
つ
を
出
資
し
て
、
重
症
難

病
患
者
入
院
施
設
確
保
事
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
現
在
迄
全
国
で
約
半
分

の
都
道
府
県
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
入
院
を
調
整
す
る
難
病
専

門
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
病

セ
ン
タ
ー
に
は
難
病
相
談
支
援
員
が

置
か
れ
ま
す
が
、
難
病
医
療
専
門
員

と
の
役
割
分
担
を
十
分
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

難
病
相
談
は
と
て
も
重
要
な
こ
と

で
す
。
相
談
を
開
始
す
る
と
先
ず
入

院
さ
せ
て
ほ
し
い
、
専
門
医
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
い
う
直
接
的
な
相
談

が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。
支
援
体
制
が

整
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
治
療
の
可
能

性
や
、
ヘ
ル
パ
ー
を
派
辿
し
て
ほ
し

い
け
ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
経
済

的
な
相
談
や
装
具
の
問
題
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
相
談
所
を
設
け
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
だ
相
談
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
確
実
な
回
答
と
解
決

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
相
談
内
容
か
ら

地
域
の
支
援
体
制
の
問
題
点
が
明
ら

か
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

難
病
医
療
専
門
員
は
そ
の
配
属
場

所
に
よ
っ
て
活
動
に
特
徴
が
出
ま

す
。
拠
点
病
院
で
は
入
院
施
設
確

保
、
拠
点
病
院
と
協
力
病
院
と
の
調

整
、
在
宅
へ
の
介
在
が
よ
り
有
利
で

す
。
県
庁
に
置
き
ま
す
と
行
政
と
の

連
携
、
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
企
画

面
で
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

難
病
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
い
う
組
織
に

す
る
か
、
ど
こ
に
附
属
す
べ
き
か
十

分
検
討
が
必
要
で
す
。

　

専
門
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
も

大
切
な
役
割
で
す
。
い
つ
で
も
入
院

を
引
き
受
け
て
く
れ
る
病
院
の
受
け

入
れ
体
制
が
完
備
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
一
番
の
問
題
に
な
り
ま

す
。
制
度
整
備
も
併
せ
て
必
要
な
こ

と
で
す
。
長
期
に
関
し
て
は
、
多
く

の
都
道
府
県
で
ま
だ
未
整
備
で
す
。

専
門
医
も
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
補
う
た
め
に
は
地
域
医
師
会
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。
事
業
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
な
が
ら
、
支
援
の
仲
間

と
し
て
一
緒
に
や
っ
て
行
く
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

研
究
班
か
ら
の
提
言

　

北
海
道
に
は
立
派
な
セ
ン
タ
ー
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
他
の
都
府

県
で
は
す
ぐ
に
難
病
セ
ン
タ
ー
と
い

う
建
物
だ
け
を
作
る
作
業
を
し
て
ほ

し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
予
算
を
建

物
自
体
よ
り
も
今
ま
で
蓄
禎
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
核
に
な
っ
て

活
動
で
き
る
人
を
確
保
し
て
、
そ
の

人
を
中
心
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
十
分

稼
動
さ
せ
る
作
業
か
ら
進
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
の
意
見
を

最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
、
特
定
の

病
気
だ
け
に
恩
恵
が
偏
重
し
な
い
こ

と
、
民
間
の
自
由
さ
、
個
人
の
自
由

さ
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
企
画
と
実

践
の
両
面
で
優
れ
た
職
員
の
育
成
が

大
切
で
す
。
恒
久
的
な
事
業
と
す
る

経
済
的
基
盤
も
今
後
検
討
が
必
要
で

す
。最

後
に
再
び
研
究
会
の
目
的

　

こ
の
研
究
会
の
目
的
は
単
に
良
い

難
病
セ
ン
タ
ー
を
作
る
こ
と
だ
け
に

は
な
く
、
セ
ン
タ
ー
を
作
る
過
程
で

の
利
用
者
と
行
政
、
福
祉
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
ど
ん
な
セ
ン
タ
ー
が
必
要

で
、
ど
ん
な
運
営
を
す
べ
き
か
を
十

分
議
論
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤

を
つ
く
る
こ
と
、
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
行
く
ガ
イ
ド
に
な
る
こ
と
で

す
。
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
目
的

を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

-
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特
定
疾
患
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に
資
す
る
ヶ
ア
の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
班
主
任
研
究
者
国
立
療
養
所
犀
潟
病
院
神
経
内
科
医
長

　

中

　

島

法
論
は
十
分
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
最
初
に
話
を
し
ま
す
。

　

難
病
領
域
に
お
い
て
私
た
ち
は
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
今
ま
で
は
、
科

厚
’
片
～
丿
こ
ご

　

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

｀

　
　
　

八
入

　

’
」

　
　

｀

　
　

’

　

「
特
定
疾
患
の
生
活
の
質
（
「
３
ｕ
a
l
-

i
t
ｙ
　
ｏ
ｆ
　
l
i
f
e
｡
　
Ｑ
Ｏ
こ
の
向
上
に
資
す

る
ヶ
ア
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
」

班
の
主
任
研
究
者
と
し
て
研
究
内
容

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
難
病
対
策
推
進
実

施
要
綱
の
柱
で
あ
る
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
に
つ
い
て
」
話
し
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
、
ど
の
よ

う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
は
非
常
に

難
し
い
問
題
と
い
え
ま
す
。
結
論
を

最
初
に
述
べ
ま
す
と
、
現
代
の
医
療

で
は
根
治
療
法
の
未
解
明
な
難
病
ほ

ど
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
患
者
個
人
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
評
価
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
方

ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
乏
し
か
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
科
学
的
な
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研
究
は

国
際
的
研
究
テ
ー
マ
で
あ
り
、
難
病

分
野
に
お
い
て
も
大
変
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ

は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
医
療
経
済
原
理
の
中

で
管
理
指
標
と
し
て
使
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
Ｑ
Ｏ

Ｌ
が
費
用
対
効
果
や
効
用
を
定
量
化

す
る
際
の
指
標
に
な
り
得
る
可
能
性

が
あ
る
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
近
年
重
篤
な
難
病
の
一
つ
で

あ
る
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ

Ｓ
）
に
お
い
て
安
楽
死
や
医
師
幇
助

自
殺
が
世
界
の
一
部
で
行
わ
れ
、
そ

の
割
合
が
無
視
で
き
な
い
高
い
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

か
ら
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
お
い
て
不
治

孝
先
生

で
あ
る
と
い
う
理
由
以
上
に
、
家
庭

介
護
に
お
け
る
低
い
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
緩
和

ケ
ア
の
不
備
に
よ
っ
て
患
者
が
尊
厳

死
を
望
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

こ
の
解
決
が
優
先
的
課
題
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

吸
引
問
題
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
家
庭

介
護
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上
に
つ
い
て
も
。
米
国
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
に
お
い
て
も
共
通
す
る

普
遍
的
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
定
義
は

　

「
文
化
や
価
値
観
に
よ
り
規
定
さ

れ
、
そ
の
個
人
の
目
標
、
期
待
、
基

準
お
よ
び
心
配
事
に
関
連
付
け
ら
れ

た
、
生
活
状
況
に
関
す
る
個
人
個
人

の
知
覚
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
同
じ
生
活
状
況
の
個
人
で

も
、
価
値
観
や
判
断
基
準
の
相
違
に

よ
っ
て
異
な
り
、
多
様
で
あ
る
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
様
で
あ
っ
て

も
、
患
者
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
え
ば
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

評
価
し
た
り
改
善
し
た
り
、
患
者
の

幸
福
を
共
感
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
健
医

療
福
祉
従
事
者
が
行
う
介
入
や
行
為

が
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
実
際
に
高
め
た

か
ど
う
か
、
量
的
に
測
定
で
き
れ
ば

有
効
性
が
確
か
め
ら
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
患
者
固
有
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と

い
う
実
態
を
完
璧
に
測
定
で
き
る
こ

と
は
難
し
い
上
に
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
測
定
自

体
が
介
入
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ
評
価
結
果
は
測
定
す
る
目
的

や
評
価
尺
度
の
特
徴
に
依
存
し
、
多

様
で
す
。
例
と
し
て
公
衆
衛
生
学
的

な
発
想
か
ら
作
ら
れ
、
対
象
集
団
の

ア
ウ
ト
カ
ム
研
究
の
た
め
の
一
般
的

な
健
康
関
連
Ｑ
Ｏ
Ｌ
尺
皮
が
あ
り
ま

す
が
、
同
一
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
を
測
定

し
て
も
同
じ
傾
向
に
は
な
ら
な
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
健
康
関
連
Ｑ
Ｏ
Ｌ
尺
度

を
使
っ
て
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
よ
う
な
難
病
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
測
定
す
る
場
合
、
医

療
・
福
祉
従
事
者
が
自
分
た
ち
の
ケ

ア
も
し
く
は
介
入
に
よ
っ
て
、
患
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
し
た
か
ど
う
か
確

認
す
る
こ
と
は
残
念
な
が
ら
で
き
ま

せ
ん
。
評
価
値
は
病
気
自
体
の
進
行

と
と
も
に
、
一
貫
し
て
悪
化
す
る
だ

け
で
あ
り
、
看
護
や
介
護
を
ど
れ
だ

け
多
く
投
入
し
た
と
し
て
も
数
値
の

悪
化
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
身
体
機
能
の
低
下
そ

の
も
の
か
ら
独
立
し
う
る
患
者
個
人

８



の
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Ｑ
Ｏ
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）
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
尺
度
は
患
者
自
身
が
評
価
項
目

を
五
つ
決
め
、
患
者
が
そ
れ
ぞ
れ
を

数
値
評
価
し
、
そ
の
５
項
目
の
割
合

を
重
み
づ
け
る
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

数
値
化
す
る
画
期
的
な
も
の
で
、
現

在
こ
れ
で
多
少
と
も
難
病
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
評
価
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
話
は
か
わ
り
ま
す
が
、
Ａ

Ｌ
Ｓ
の
緩
和
ケ
ア
は
英
国
の
ホ
ス
ピ

ス
で
1
9
6
8
年
に
は
じ
め
て
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
生
命
維

持
療
法
と
緩
和
ケ
ア
を
対
立
す
る
医

療
概
念
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
す
が
誤
解
と
思
わ
れ
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
専
門
家
は
、
生
命
を
延
長

す
る
こ
と
も
、
し
な
い
こ
と
も
主
目

標
と
考
え
ず
、
緩
和
ケ
ア
の
な
か
で

生
命
維
持
は
対
立
概
念
に
な
り
得
ま

せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
生
命
維

持
を
選
択
し
な
い
場
合
の
終
末
期
ケ

ア
を
「
緩
和
ケ
ア
」
と
考
え
る
の
は

間
違
い
で
す
。
ま
た
、
「
死
を
自
己

決
定
し
た
患
者
が
オ
ピ
オ
イ
ド
投
与

を
受
け
苦
痛
な
く
死
を
迎
え
る
こ
と

が
緩
和
ケ
ア
で
あ
る
」
と
い
う
の
も

誤
解
と
思
わ
れ
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。
緩
和
ケ
ア
の
導
入
の
際
は

医
療
従
事
者
も
患
者
も
、
最
初
に
、

緩
和
ケ
ア
は
安
楽
死
や
尊
厳
死
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
原
理
に
基
づ
く
ケ

ア
概
念
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
緩
和
ケ
ア
は
人

工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
患
者
に
も
装

着
し
な
い
選
択
を
し
た
患
者
に
も
必

要
な
ケ
ア
の
本
質
で
す
。
ま
た
、
初

診
時
に
も
い
か
な
る
終
末
期
に
も
必

要
な
ケ
ア
そ
の
も
の
で
す
。

　

ｗ
Ｈ
Ｏ
の
緩
和
ケ
ア
の
定
義
に
も

あ
る
よ
う
に
、
「
行
為
と
し
て
の
緩

和
ケ
ア
は
根
治
療
法
の
な
い
患
者
へ

の
身
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の

ケ
ア
は
神
経
難
病
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
の
た
め
の
ケ
ア
そ
の
も
の
で

す
。
そ
の
中
心
原
理
は
オ
ー
ト
ノ
ミ

ー
（
自
律
）
や
人
間
尊
厳
の
回
復
ま

た
は
完
成
を
通
し
た
個
人
の
「
救

い
」
で
あ
り
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も

の
で
す
。
そ
こ
で
は
、
神
経
難
病
ケ

ア
の
一
般
的
原
則
で
あ
る
「
と
り
あ

え
ず
死
を
免
れ
る
治
療
を
行
う
」
と

か
「
可
能
な
限
り
在
宅
ケ
ア
を
す
す

め
る
」
な
ど
は
絶
対
的
な
目
標
と
は

な
ら
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

自
律
の
起
源
は
、
ド
イ
ツ
の
カ
ン

ト
が
宗
教
か
ら
哲
学
に
発
展
さ
せ
た

も
の
で
す
。
彼
は
人
間
尊
厳
の
根
拠

を
他
律
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
人
の

属
性
で
あ
る
社
会
的
身
分
や
財
産
で

も
な
く
、
自
分
の
内
部
か
ら
発
す
る

自
律
に
お
き
、
人
間
道
徳
の
原
理
と

し
て
深
め
ま
し
た
。
自
律
と
そ
こ
か

ら
発
生
す
る
法
的
権
利
で
あ
る
自
己

決
定
権
は
保
健
・
医
療
・
福
祉
従
事

者
が
ど
の
方
向
に
個
々
の
患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
を
図
る
か
を
考
え
る
原
点

で
す
が
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
難
病
患
者
の
多
く
は
将
来
に
つ

い
て
不
安
な
上
に
、
身
体
障
害
や
社

会
的
問
題
の
た
め
に
自
律
が
損
な
わ

れ
て
い
る
か
喪
失
し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き
で
す
。
こ
の
た
め
、
患
者
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
情
報
を
十
分
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
心
理
的
・
身
体

的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
自
律

の
回
復
を
試
み
、
育
て
る
こ
と
が
緩

和
ケ
ア
の
中
で
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
自
体
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の

試
み
と
い
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
発

症
前
ま
で
共
同
体
主
義
的
な
規
範
の

下
で
生
活
し
て
い
る
人
間
が
、
Ａ
Ｌ

Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
自
律

に
よ
り
自
ら
の
生
命
に
つ
い
て
決
定

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
し
ま
う
の

も
大
変
で
す
。
こ
の
場
合
も
不
安
や

社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
、
家
族

・
社
会
の
介
護
負
担
に
対
す
る
遠
慮

の
た
め
に
、
真
の
自
律
は
喪
失
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
は
自
律
や
自
己
決
定

を
表
面
的
に
と
ら
え
、
患
者
と
対
峙

し
、
紋
切
り
型
の
意
思
決
定
を
せ
ま

る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
人
間
同
士

の
会
話
を
楽
し
む
レ
ベ
ル
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
発
展
さ

せ
、
哲
学
者
や
宗
教
家
が
行
っ
て
い

る
よ
う
な
真
摯
さ
を
持
っ
て
、
患
者

の
人
問
存
在
に
接
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
安
楽
死
や
自
殺
幇

助
は
一
般
的
に
は
違
法
で
す
が
、
医

師
が
専
門
的
に
厳
格
に
行
っ
た
場
合

は
訴
追
さ
れ
ま
せ
ん
。
王
立
オ
ラ
ン

ダ
医
学
会
で
は
、
安
楽
死
は
規
定
さ

れ
た
用
量
の
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
と
筋
弛

緩
薬
の
投
与
に
よ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
医
師
に
よ
る
自
殺
幇
助
は
致
死

量
の
バ
ル
ビ
タ
ー
ル
を
医
師
が
処
方

し
、
患
者
自
ら
が
内
服
す
る
も
の
と

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
法

で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
患
者
が
自
殺

を
決
心
し
、
医
師
に
処
方
を
依
頼
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
し
、
事
前
指
示

書
に
よ
り
安
楽
死
も
選
択
し
得
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
英
国
と
異
な
り

医
療
保
険
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
人
工

呼
吸
器
装
着
の
明
ら
か
な
制
限
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
楽
死
と
医

師
幇
助
自
殺
の
合
計
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
全

死
亡
の
2
0
％
の
高
率
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
理
由
が
問
題
で
す
。

　

米
国
の
オ
レ
ゴ
ン
州
は
世
界
で
初

９一



め
て
尊
厳
死
法
が
制
定
さ
れ
た
地
域

で
す
が
、
安
楽
死
は
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
医
師
幇
助
自
殺
の
み
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
オ
レ
ゴ
ン
州
で
は

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
全
死
亡
の
う
ち
５
％
が
医

師
幇
助
自
殺
で
あ
り
、
が
ん
の
全
死

亡
の
う
ち
Ｏ
・
４
％
が
医
師
幇
助
自

殺
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
て
き
わ
め
て

高
値
で
す
。
こ
れ
ら
の
高
い
数
値
は

米
国
で
も
オ
ラ
ン
ダ
で
も
Ａ
Ｌ
Ｓ
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
レ
ベ
ル
が
予
想
以
上
に

低
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
米
国
神
経
学
会
は
医
師

に
よ
る
自
殺
幇
助
や
安
楽
死
に
反
対

し
て
お
り
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
緩
和
ケ
ア
や
根
治
療
法
の
開
発
に

よ
っ
て
体
系
的
に
向
上
す
る
こ
と
を

急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
難
病
患
者
が
生
命
の

尊
厳
を
保
ち
続
け
る
た
め
の
援
助
す

な
わ
ち
、
自
律
の
回
復
、
維
持
そ
の

も
の
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
の
確
立

が
最
も
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
お
け
る
家
族
の
役
割
は

欧
米
の
研
究
に
お
い
て
も
大
変
高
い

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
米
国
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
告
知

の
際
に
本
人
に
尋
ね
た
う
え
で
家
族

へ
の
情
報
提
供
も
可
能
で
す
が
、
日

本
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
本
人

と
家
族
に
対
し
て
同
時
に
告
知
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

伝
統
的
に
日
本
お
い
て
は
悪
い
情
報

の
告
知
が
家
族
の
み
に
行
わ
れ
。
本

人
に
告
知
さ
れ
な
い
時
代
が
あ
り
、

そ
れ
よ
り
進
歩
し
た
方
法
と
言
え
る

だ
け
で
な
く
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
に
お
け

る
家
族
の
役
割
と
重
要
性
を
認
識
し

た
も
の
と
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

告
知
の
次
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は

事
前
指
示
書
の
件
で
す
。
自
律
の
喪

失
を
前
提
と
し
て
、
事
前
指
示
書
を

作
成
す
る
の
は
尊
厳
死
法
な
ど
で
の

法
的
必
要
性
が
あ
れ
ば
当
然
で
す

が
、
法
的
必
要
性
が
な
く
て
も
、
適

切
な
時
期
に
事
前
指
示
書
を
作
成
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
医
療
チ
ー
ム

と
患
者
と
の
意
思
疎
通
を
深
め
る
た

め
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
前
指
示
書
と
い
う
体
裁
を
と

ら
な
く
て
も
今
後
の
医
療
処
置
や
ケ

ア
に
つ
い
て
十
分
に
話
し
合
い
、
そ

の
結
果
を
何
ら
か
の
文
書
と
し
て
残

す
こ
と
は
必
要
な
こ
と
と
い
え
ま

す
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
重
篤
な
難
病
で

は
自
律
が
損
な
わ
れ
や
す
い
病
気
で

す
が
、
Ｔ
ｏ
ｔ
a
l
l
ｙ
　
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ
―
i
n
　
ｓ
t
ａ
ｔ
ｅ

と
い
う
特
殊
な
状
態
に
至
ら
な
け
れ

ば
援
助
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
で
、
随
時
内
容
の
変
更
・

確
認
が
可
能
で
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｓ
で
は
病
状
の
進
行
に
伴

い
、
発
話
、
書
字
機
能
が
低
下
す
る

の
で
た
と
え
ば
、
早
期
か
ら
パ
ー
ソ

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
利
用
し

た
意
思
疎
通
の
方
法
を
学
習
す
る
よ

う
に
促
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
基

本
は
機
械
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
難

病
患
者
さ
ん
の
心
理
的
な
障
壁
を
取

り
除
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

十
分
な
時
間
と
労
力
を
か
け
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
多
職
種
に
よ
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
援
助
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
方
法
と
し
て
、
患
者
同
士
で
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
方
法
も
有
意
義
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
が
入

院
し
た
日
に
、
直
ち
に
行
う
べ
き
こ

と
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
と
し
て
、
残
存

す
る
筋
収
縮
に
よ
り
勤
く
ス
イ
ッ
チ

を
設
定
す
る
こ
と
で
す
。
患
者
が
主

導
権
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
た
い
時
を
職
員
に
知
ら
せ
る
方

法
を
で
き
る
限
り
確
立
す
べ
き
で

す
。
犀
潟
病
院
で
は
作
業
療
法
士
が

患
者
の
病
態
に
合
っ
た
ス
イ
ッ
チ
を

工
夫
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
診
療
モ
デ
ル
の
中

で
は
、
気
管
切
開
を
行
う
割
合
は
多

い
で
す
が
、
気
管
切
開
が
行
わ
れ
て

も
球
麻
庫
が
軽
度
な
場
合
、
声
帯
の

機
能
は
保
た
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
。

気
管
切
開
を
行
っ
て
も
、
ま
た
人
工

呼
吸
器
療
法
を
併
用
し
て
い
て
も
発

話
は
可
能
で
す
。
人
工
呼
吸
器
装
着

中
に
気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
カ
フ
ェ
ア

を
少
し
抜
く
だ
け
で
発
声
が
可
能
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
換
気
量

が
低
下
す
る
問
題
が
あ
り
、
そ
の
場

合
一
方
向
弁
で
あ
る
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

バ
ル
ブ
を
装
着
す
る
と
発
声
が
可
能

に
な
り
ま
す
。
患
者
に
気
管
切
開
術

の
説
明
す
る
場
合
に
、
気
管
切
開
術

自
体
が
失
声
に
至
ら
し
め
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
病
気
で
闘
病
し
つ
つ
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
で
理
論
物
理
学
を
研
究

し
て
い
る
ホ
ー
キ
ン
グ
教
授
が
利
用

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機

器
（
Ｅ
Ｚ
　
ｋ
ｅ
ｙ
.
　
W
o
ｒ
ｄ
ｓ
よ
呂
’
）
は
、
文

字
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
単
語
を
選

び
文
章
を
完
成
さ
せ
る
方
式
を
と
っ

て
い
ま
す
。
日
本
語
専
用
の
意
思
伝

達
装
置
が
い
く
つ
か
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
眼
電
図
、
筋
電
図
、
脳

波
な
ど
生
体
信
号
を
拾
う
マ
ク
ト
ス

も
利
用
可
能
な
患
者
が
い
ま
す
。
ま

た
、
安
価
で
携
帯
性
を
も
た
せ
Ｐ
Ｃ

に
依
存
し
な
い
タ
イ
プ
の
意
思
伝
達

装
置
の
評
価
版
が
完
成
し
て
お
り
。

正
式
発
売
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

視
線
入
力
装
置
は
麻
蝉
が
高
度
な

場
合
や
効
率
よ
く
多
数
の
情
報
を
人

力
す
る
場
合
に
大
変
有
用
で
す
。
「
特

定
疾
患
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に

１０-



関
す
る
研
究
班
」
で
2
1
名
の
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
に
評
価
し
て
も
ら
い
有
用
と
の

こ
と
で
、
平
成
1
2
年
に
正
式
発
売
し

た
も
の
が
あ
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と

セ
ン
サ
ー
は
一
体
に
な
っ
て
お
り
装

着
が
容
易
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
後
、
部
品
調
達
の
問
題
で
生
産
休

止
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
製

で
セ
ン
サ
ー
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
分

離
し
た
製
品
が
あ
り
ま
す
が
使
い
に

く
く
Ａ
Ｌ
Ｓ
で
の
臨
床
的
な
評
価
は

行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

難
病
患
者
の
在
宅
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
が
す
す
ん
で
い
る
一
方

で
、
病
棟
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
は
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
Ｓ

は
院
内
で
も
許
容
さ
れ
ま
す
が
、
病

室
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ま
で
よ
い
電
波

が
届
く
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
電
子
カ

ル
テ
な
ど
の
導
入
で
院
内
の
Ｌ
Ａ
Ｎ

が
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
情
報

保
護
の
た
め
に
一
般
患
者
に
院
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
を
開
放
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
こ
の
た
め
、
犀
潟
病
院
で
フ
レ

ッ
ツ
ー
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利

用
し
た
患
者
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、

安
全
性
、
有
効
性
が
高
く
、
４
人
経

費
も
大
変
安
く
、
今
後
、
難
病
病
棟

だ
け
で
な
く
他
の
病
棟
に
も
導
人
す

べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
困
難
な
状
況
で
も
音
楽
療
法
士
な

ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
リ
ク
エ
ス
ト
に
応

じ
て
演
奏
し
患
者
が
楽
し
む
こ
と
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
こ
れ
は
難
病
患
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
期
待
で
き
る
緩
和
ケ

ア
技
術
で
す
。
音
楽
療
法
は
米
国
で

戦
争
神
経
症
や
心
身
症
な
ど
の
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
退
役
軍

人
病
院
で
制
度
化
さ
れ
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
精
神
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
緩
和
ケ
ア
で
の
療
法
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
わ
が
国
で
は
音
楽
療
法
研
究
班

が
「
心
身
症
と
し
て
の
不
眠
症
や
末

期
癌
患
者
な
ど
に
対
し
身
体
、
心
理

両
面
へ
の
治
療
的
有
用
性
が
高
い
」

と
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
根
治
療
法
が
な
い
難
病
に

対
し
て
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
第
一
の
目
的
は
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
そ
の
も
の
で
す
。
標
準
的
診
療

内
容
を
医
療
従
事
者
間
だ
け
で
な

く
、
患
者
、
家
族
、
市
民
と
の
間
で

共
有
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
診
療
内

容
が
保
証
さ
れ
ま
す
。
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
基
礎
は
本
来
Ｅ
Ｂ
Ｍ
で
す

が
、
難
病
分
野
で
は
治
療
薬
に
乏
し

い
上
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
定
量
的
評
価
が
十

分
出
来
て
い
な
い
た
め
、
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
医
療
保
険

制
度
の
管
理
医
療
化
の
流
れ
の
中

で
、
高
い
Ｅ
Ｂ
Ｍ
レ
ベ
ル
が
要
求
さ

れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
矛
盾
を
解
決

す
べ
き
で
す
。

　

現
在
、
米
国
の
医
療
保
険
の
カ
バ

ー
範
囲
は
契
約
に
依
存
し
様
々
で
す

が
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
対
し
て
は
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ａ

Ｐ
な
ど
の
非
侵
襲
的
人
工
呼
吸
器
療

法
だ
け
で
な
く
、
気
管
切
開
に
よ
る

人
工
呼
吸
器
療
法
も
カ
バ
ー
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ラ

ン
ダ
で
も
保
険
で
人
工
呼
吸
療
法
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
英
国
で
は
医
療
保
険
の
下

で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
気
管
切
開
人
工
呼

吸
器
療
法
患
者
は
統
計
上
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
英
国
と
の
差
か
ら
、

わ
が
国
と
欧
米
と
の
差
は
主
に
医
療

保
険
制
度
の
差
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
日
・
米
・
オ
ラ
ン
ダ

の
差
は
一
概
に
保
険
医
療
制
度
の
差

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
米
国
で
も
気
管

切
開
に
よ
る
人
工
呼
吸
器
療
法
を
選

択
す
る
患
者
は
い
ま
す
が
、
こ
の
1
0

年
間
で
、
非
侵
襲
的
人
工
呼
吸
器
療

法
を
最
初
に
選
択
す
る
患
者
が
増
加

し
標
準
的
な
診
療
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
日
米
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
そ
の
も
の
に
は
大
き
な

差
異
は
な
く
今
後
の
現
場
レ
ベ
ル
で

の
交
流
に
よ
り
診
療
実
態
の
交
流
が

必
要
で
す
。
国
際
的
な
会
合
で
お
互

い
の
診
療
内
容
を
紹
介
し
あ
う
と
、

実
は
、
全
く
同
じ
問
題
を
か
か
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
各
種
制
度
を
使
い
精

一
杯
よ
い
診
療
を
行
お
う
と
努
力
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
も
う
一
つ

の
側
面
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
流
れ
の
中
で
の
医
療
・
福
祉
の
標

準
化
で
す
。
ど
う
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
生
物
種
と
し
て
の
人

の
普
遍
性
や
人
間
の
尊
厳
と
い
う
共

通
基
盤
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
金
融
原
理
を
基
盤
と

し
、
経
済
の
自
由
化
、
規
制
の
撤
廃
、

制
度
・
商
習
慣
の
標
準
化
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
金
融
資
本
の
み
な
ら
ず
個
々
の

人
間
に
も
利
益
が
あ
る
一
方
で
、
人

間
の
尊
厳
や
自
律
（
自
治
）
を
し
ば
し

ば
踏
み
に
じ
る
も
の
で
す
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
流
れ
と
医
療
費

の
抑
制
は
同
一
の
ベ
ク
ト
ル
を
も
っ

て
お
り
、
今
後
、
様
々
な
問
題
を
引

き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
難
病

分
野
で
も
、
米
国
の
診
療
モ
デ
ル
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
一
方
的
に
導
入
す

る
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
日
本

で
真
に
成
功
し
た
難
病
に
お
け
る
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
の
試
み
や
診
療
モ
デ
ル
を

逆
に
諸
外
国
に
提
案
し
、
相
互
に
交

流
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
も
と
で
も
自
律
が
担
保
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

－１１ －
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強力サポートします
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績討の諸者の方には、

　　

一切費恥かかりません
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支
え
た
い
の
は
、

気
持
ち
で
す
。

nフランスベッドメディカルサービス株式会社

　

本社／〒169-0073東京都新宿区百人町1-25-1

　　　　　

電話03 (3363) 2255 (大代表)

　　　　　　

http:/7ＷＷＷ.homecare.ｎｅ,jp
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｢観胚割｢甑劃[暇渚鴇の

]ﾋﾟｰ｣を勧下さい，

　

ジョイコンサルティング

　　　

厚生労働省許認可番号13-07-ユー0398

〒151･0051東京都渋谷区千吐ヶ谷4･27･13ｼｬﾄﾚｰ代々木803

　　　

E-mail: kimura@joy-c.com

Ｔｅｌ:03-3408-2775 Faｘ: 03-3408-2775

◆
御
礼

　

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
編
集
部
開
設
に

伴
い
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
株
式
会
社

様
よ
り
パ
ソ
コ
ン
一
式
２
台
寄
贈
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
ご
希
望
の
方

は
ご
一
報
下
さ
い
。

　

連
絡
先
翻
北
海
道
難
病
連
○
一
一

－
五
二
一
－
三
三
二
三

口
編
集
後
記
四
回
㈹
剛
印
口

　

今
年
は
児
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
な
職
種
に
影
轡
が
出
て
き

て
い
る
そ
う
だ
。
編
槃
部
の
作
業
も
汗
を

拭
き
拭
き
な
ど
無
縁
の
世
界
。
于
探
り
の

編
集
作
業
に
気
候
と
は
関
係
な
く
、
汗
が

噴
き
出
し
て
く
る
・
思
い
だ
。
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後

の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
山
）
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